
       

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

＊育てたいこと＊ 
 
３歳児  ＊春の訪れを感じながら、のびのびと遊ぶ。 
       ＊生活の中でできるようになったことを喜び、進級への期待をもって過ごす。 
５歳児  ＊残り少ない園生活を思う存分楽しみ、小学校入学への期待をもつ。 
       ＊身近な自然の変化に関心をもち、春の訪れを楽しみにする。 

 

 

 

 

 

令和 8年 3月 富田林市立伏山台幼稚園 

Ｒ６.3 富田林市立伏山台幼稚園 2月下旬に汗ばむ陽気で 4月を思わせるような気温になり、寒暖差に体調管理も難しいときで

すが、いつの間にか日が長くなり、その穏やかな日ざしの中で、春はそこまで来ています。 

保育室からは、修了式でうたう歌が聞こえてきます。修了の日が近づいてきたことを感じながら、

この一年のいろいろな思い出が浮かんできて、胸が熱くなります。 

不安そうな様子で入園式に参加した３歳児もも組、進級したけれど、新しい環境に緊張していた

５歳児あじさい組、期待や不安、いろいろな思いが入り混じりスタートした幼稚園生活でした。 

あれから、約一年が過ぎ、子どもたちは様々な経験を通して、心身ともに大きく成長しました。その

中の一つである先日の生活発表会では、もも組は、劇ごっこをしている、とは思っておらず、『友達や

先生と動物になったり、てぶくろに入ったりすることが楽しい』とお話のイメージでなりきって遊ぶこと

を楽しんでいました。てぶくろの中に入れてあげたり、友達を応援したり、一人ひとりの輝きが見られ

ました。あじさい組は、友達と思いを共有し、主体的に活動に取り組む姿が多く見られ、『友達と一

緒に表現する楽しさ』や『考える楽しさ』を味わうことができました。また、友達を思いやったり、気持

ちに折り合いをつけたりできる姿も増えてきました。友達との関わりや教師の援助により、子どもた

ちがまた大きく成長したことを保護者の皆さまも感じていただけたことと思います。 

保護者の皆さまには、いつも温かく見守っていただきまして、ありがとうございました。地域の皆さ

ま方には、本園の教育活動にご理解を賜り、いつも温かく見守りご協力いただきましたこと、職員一

同心より感謝申し上げます。今年度も残りわずかとなりましたが、子どもたちの園生活が充実したも

のとなりますよう、ご支援、ご協力よろしくお願いいたします。              園長 石田 尚美                        

 

 

【４月の主な行事予定】      

・ 9日（木）入園式（新入園児のみ。 

進級児は始業式からとなります。） 

・10日（金）始業式 11時 00分降園 

・14日（火）15日（水）家庭訪問  

・13日（月）～15日（水）短縮保育 11時 30分降園 

・16日（木）４歳児午後保育開始（給食）  

3月  伏幼だより 

 

3月生まれの 

お友達はいません。 


